
 

聖霊降臨後最終主日 （２０２５年１１月２３日） 
※礼拝中に起立の部分がありますが、お体の悪い方はご無理をなさらず、着席のままで結構です。 

 

開会の部 

前  奏 

初めの歌       ♪1３９ “よろこび迎えよ”（1～4節） 

み名による祝福～罪の告白～ゆるしの祈願          式文１ページ 

詩編交読             詩編４６編 

 

 

            ※別紙をご覧ください。 

 

 

グロリア パトリ / キリエ                       式文２ページ 

グロリア                                式文３ページ 

 

みことばの部 

祝福の挨拶                              式文４ページ 

 

主日の祈り 

まことの命である神様。あなたはあなたに仕える自由と、尽きぬ喜びを

私たちに与えてくださいます。あなたを崇め、たたえ、大いなる栄光に

感謝します。たえずいつも私たちと共にいて、守り治め、この世を御心

にかなう素晴らしい住まいとしてください。 

あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・ 

キリストによって祈ります。   アーメン 

 

第 1朗読日課  エレミヤ書 23：1～6              (旧約 1218頁) 

第 2朗読日課  コロサイの信徒への手紙 1:11～20  (新約 368頁) 

ハレルヤ唱                             式文 5ページ 

福音書の朗読  ルカによる福音書 23：33～43       （新約 158頁） 

みことばの歌      ♪６６ “たより行くものに” （1～5節） 

説  教        『自分を救ってみろ』  北川逸英師 

信仰の告白            ニケア信条               式文６ページ 

奉献の部    ※ 神への感謝です。ご用意のない方も感謝の心をささげてください。 

祝福の挨拶～奉献(献金)～奉献唱                式文７ページ 

奉献の祈り                               式文 8ページ  

聖餐の部 

聖餐の歌        ♪２５３ “カルバリの十字架に” （1～4節） 

聖餐の序詞～サンクトゥス～設定                  式文９ページ 

主の祈り                                 式文１０ページ 

平和の挨拶～アグヌス・デイ～聖餐への招きと陪餐の感謝  式文１１ページ 

派遣の部  

祝福の挨拶～ヌンク・ディミティス                 式文１３ページ 

教会の祈り           吉田岩雄 

祝  福                                式文１４ページ 

終わりの歌         ♪ ４０３“わが霊なやみて” （1～4節） 

後  奏 
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神
かみ

はわたしたちの避
さ

けどころ、わたしたちの力
ちから

、 

   苦
く

難
なん

のときの変
か

わらぬ助
たす

け。 

わたしたちは決
けっ

して恐
おそ

れない。 

   地
ち

が姿
すがた

を変
か

え、山
やま

々
やま

が揺
ゆ

らいで海
うみ

の中
なか

に移
うつ

るとも。 

海
うみ

の水
みず

が騒
さわ

ぎ、沸
わ

き返
かえ

り、 

   その高
たか

ぶるさまに山
やま

々
やま

が震
ふる

えても。 

大
たい

河
が

とその流
なが

れは、神
かみ

の都
みやこ

に喜
よろこ

びを与
あた

える。 

   いと高
たか

き神
かみ

のいます聖
せい

所
じょ

に。 

神
かみ

はその中
なか

にいて、その都
みやこ

は揺
ゆ

るがない。 

   夜
よ

明
あ

けとともに、神
かみ

は助
たす

けてくださる。 

すべての民
たみ

は騒
さわ

ぎ、国
くに

々
ぐに

は揺
ゆ

らぐ。 

   神
かみ

がみ声
こえ

を出
だ

されると、地
ち

は溶
と

け去
さ

る。 

万
ばん

軍
ぐん

の主
しゅ

はわたしたちと共
とも

にいます。 

   ヤコブの神
かみ

はわたしたちの力
ちから

。 

主
しゅ

の成
な

し遂
と

げられたことを見
み

よ。 

   主
しゅ

がこの地
ち

を圧
あっ

倒
とう

される。 

主
しゅ

が地
ち

の果
は

てまで、戦
たたか

いを断
た

ち、 

   弓
ゆみ

を砕
くだ

き槍
やり

を折
お

り、盾
たて

を焼
や

き払
はら

われる。 

「戦
たたか

いを止
や

めよ、知
し

れ。わたしは神
かみ

。 

   国
くに

々
ぐに

であがめられ、この地
ち

であがめられる神
かみ

。」 

万
ばん

軍
ぐん

の主
しゅ

はわたしたちと共
とも

に、 

   ヤコブの神
かみ

はわたしたちの力
ちから

。 
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